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研究成果の概要（和文）：食性既知の現生イノシシ集団を用いて、歯の表面に残された微細な傷痕「マイクロウ
ェア」の立体形状に基づき、ヒトに飼育された個体が判別できるか検証した。その結果、野生集団のマイクロウ
ェアは、屋内飼育集団のものに比べて有意に高低差が低く、線状の傷が卓越する傾向を示すことがあきらかとな
った。また、生息環境や体サイズが異なる野生集団間においても、マイクロウェアの形状は有意に異なった。こ
れらの結果は、マイクロウェアが単に食餌のみならず、様々な要因を反映することを示唆している。今後、マイ
クロウェア形成の主要因を突き止め、遺跡から出土した資料への本格的な応用へとつなげていく。

研究成果の概要（英文）：This study tested whether reared boars can be detected by three-dimensional 
dental microwear. As resluts, the modern wild boars had significantly smooth surface with scratches,
 whereas those of the stall-fed were dominated by large and deep gouges althogh their genetic 
backgrounds were almost similar. Dental microwear also differed between the two wild populations 
with different body sizes and habitats. These results suggest that dental microwear of boar reflects
 several factors not only dietary contents. For further study, it is necessary to determin which 
factor is the key of dental microwear prior to fully application this method for zooarchaeological 
remains.
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  １版

平成

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究が提唱する推定法は、所要時間が短く、非破壊的であり、また死亡直前の食性に対する検出力が優れるな
ど、出土資料の分析に好適である。本手法と他の手法とを同一資料に併用すれば、個体レベルで「ヒトによる飼
育」の有無を直接的に確かめられるようになり、飼料を食べ始めた「野生」個体や、再野生化した「家畜」個体
など、従来は困難だった事例を検出できる可能性がある。これらの成果を通じて、家畜動物の成立過程と、その
伝播に関する詳細な知見を得ることが可能になると期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
野生動物の家畜化は、人類史における画期的出来事であった。家畜化により、動物は狩猟し
て消費するだけの「資源」から、所有して人為的繁殖により再生産できる「資産」へと変貌し
たのである。先史時代遺跡から出土する動物の骨や歯は、この「動物の繁殖を人為的に制御す
る技術」が発明された時期・場所・伝播経路を推定するための数少ない物的証拠である。しか
し、家畜ブタの野生原種であるイノシシは形態の変異が大きく、また容易に野生種と家畜種が
交雑するため、従来の線形計測に基づく形態学的・分子生物学的解析による判別は困難である。
そこで申請者は、ヒトによる飼育の痕跡を探索することが、家畜種の判別および成立過程の解
明には重要と考えた。その手段として、古生物学で多用される、化石動物の食性推定法を応用
できないかと考えた。 
野生状態のイノシシは、地下茎を掘り返して摂食する際、食物と同時に大量の砂塵を取り込
む。しかし、野生個体を捕獲後、残飯や飼料などを与え飼養し続けると、掘り返し行動が抑え
られるなど、食餌内容や行動様式に変化がみられる。この観察事実から、申請者は、家畜動物
の成立過程を「野生個体がヒトの生活圏に接近・侵入し、本来の食餌から、残飯・残滓や飼料
へと食餌を変化させていく過程」と捉え、この食餌変化を出土資料から推定できれば、極初期
段階を含む家畜化過程の全体像が理解できると考えた。その分析対象として、申請者は、食物
の咀嚼にともない歯の表面に残される顕微鏡レベルの微細な傷「マイクロウェア」に注目した。
本手法は、死亡直前、すなわち考古資料となる直前の食餌推定力に優れるため、ヒトによる野
生動物の飼養化痕跡を探索するのに理想的である。 

 
２．研究の目的 
本研究は、「野生動物の生活様式に対するヒトの介入度」という新たな概念を導入し、その分
析手段として、出土資料の表面に残された微小な傷の非破壊的な観察に基づく食餌推定法を提
唱することを目的とした。そこで、①食性既知の現生個体群を用いて方法論の妥当性と信頼性
を検証し、②出土資料の分析を通じて有効性を検討した。 

 
３．研究の方法 
①歯科用印象材による、食餌痕の精密複製作製 
野生イノシシ約 40 点、飼育イノシシ約 20点を用いた。これらの下顎臼歯について、咬合表
面を歯科用精密印象材（アフィニス・ライトボディ, コルテン社）により型取りした。 
②マイクロウェアの三次元座標データ取得 
共焦点レーザ顕微鏡（VK-8500・9700, キーエンス社）を用いて、x 軸および y 軸は 0.15 マ
イクロメートル、z軸は0.01マイクロメートル間隔の精度で、複製表面の高低差を計測した。 
③工業用ソフトウェアによる食餌痕形状の ISO パラメータ化 
マイクロウェアの三次元座標から、高さ分布の標準偏差、単位面積あたりの山頂点の数、谷
部の深さ、単位面積当たりの体積など、国際工業規格（ISO25178）が定義する“表面粗さ”
パラメータを算出した。パラメータの算出には、専用ソフトウェア（Mountain7, デジタル
サーフ社）を用いた。 
④ISO パラメータと食餌の関連性探索 
分散分析などの統計学的手法を用いて、各パラメータを現生集団間で比較することで、食餌
推定に有効なパラメータを探索した。 
⑤考古資料への応用を通じた研究手法の有効性評価 
上記研究項目①～③を琉球列島から出土したイノシシ資料に適用し、④で有効性が示唆され
たパラメータの値を、地域間、時代間で比較した。そして、特に先史時代の琉球列島におい
て、イノシシ類が飼養されていた可能性を検討した。 
 
４．研究成果 
①現生種における検討結果 
野生下で捕獲後に、屋内で飼料を給餌された 
イノシシ集団では、マイクロウェアの深さ・
体積が増加した。また、野生でも、食性の違
いはマイクロウェアに表出することがあき
らかとなり、本手法が生態の連続的な変化を
高精度で検出できることが示唆された。マイ
クロウェアの形状評価に ISO25178「表面粗さ
パラメータ」を採用したことで、再現性の高
い資料分析が可能になった。今後、マイクロ
ウェアの主たる形成要因（食餌内容か、植生
などの生息環境か、あるいは他の要因か）を
追求し、得られた値の正確な解釈へとつなげ
ていきたい。 
 
②出土資料における検討結果 



琉球列島における家畜ブタの導入時期とされる 14 世紀以降の時代から出土した資料のマイ
クロウェアは、そのほとんどが、現在の屋内で飼育されたイノシシ集団と同様の特徴を示し
た。さらに、これまで野生イノシシとされてきた先史時代の一部資料にも、同様の形状のマ
イクロウェアがみられた。一方で、より新しい時代の出土資料の中にも、現在の在来野生種
と同等のマイクロウェアを示したものが複数みられた。これらは、琉球列島地域におけるヒ
トとイノシシ類の関係性の歴史を理解するうえで新たな視座を与える成果である。今後、当
該地域内の出土資料について、さらに調査を進めるとともに、周辺地域の資料についても比
較検討を進め、包括的な動物利用文化史をあきらかにしていきたい。その際には、非破壊と
いう本手法の特性を活かし、同一資料に対する他の研究手法との併用を通じて相互に検証し
あうことで、より頑健な理論を構築していきたいと考えている。 
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